
き

ょ
う

で
ん

鹿
児
島
上
爪
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
鹿
児
島
県
川
内
市
中
郷
町
京
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
ワ
）
九
月
―
二
〇
〇

一
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
宮
田
栄
二

。
上
之
園
建
二

。
川
回
雅
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

京
田
遺
跡
は
薩
摩
国
分
寺
跡
の
東
側
に
隣
接
す
る
低
湿
地
に
立
地
す
る
。
遺

跡
の
標
高
は
約
五
ｍ
で
、
国
分
寺
跡
が
所
在
す
る
台
地
と
の
比
高
差
は
約
五
ｍ

で
あ
る
。
調
査
は
九
州
新
幹
線

鹿
児
島
ル
ー
ト
建
設
に
伴
う
も

の
で
、
調
査
面
積
は
六
六
〇

〇
ポ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

弥
生
時
代
と
古
代
の
遺
構

・
遺

物
が
多
く
発
見
さ
れ
た
。

耐

　

弥
生
時
代
の
遺
構
と
し
て
、

―

中
期
中
頃
の
河
川
跡
お
よ
び
中

て

期
後
半
頃
の
水
田
跡
を
検
出
し

2001年 出土の木簡

た
。
河
川
跡
で
は
Ｖ
字
状
に
並
ぶ
杭
列
を
検
出
し
、
「
ウ
ケ
」
と
呼
ば
れ
る
魚

を
捕
る
施
設
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
川
岸
で
は
堅
果
類
の
残
存
す
る
土
坑

を
複
数
検
出
し
、
水
さ
ら
し
用
の
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
櫂

。
網

枠
や
、　
一
木
梯
子

・
横
架
材

（建
築
材
）
な
ど
が
出
土
し
た
。　
一
方
、
水
田
跡

に
伴
い
、
山
柄
又
鍬

。
曲
柄
平
欽

。
大
足
な
ど
の
木
製
農
具
が
多
数
出
土
し
た
。

古
代
の
遺
構
と
し
て
、
水
田
跡
や
杭
列
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

杭
列
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

。
国

分
寺
瓦

・
緑
釉
陶
器
な
ど
が
あ
る
。
木
器
で
は
曲
物
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

特
記
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
「高
」
と
楷
書
で
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
椀
が
あ
げ

ら
れ
る
。
木
簡
は
古
代
の
杭
列
の
杭
の
一
本
に
転
用
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　

・
告
好
諸
田
刀
〔酢
銘
　
勘
取
□
田
二
段
九
条
三
里

す
轄
嗣
麺

〔息
力
〕

。
右
件
水
田
□
口
□
子
□
□
□
□
□
□
□
□
□
　
　
（空

面
）

・
　

嘉
祥
三
年
三
月
十
四
日
　
　
大
領
薩
麻
公

　

（空
一面
）

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬
小
領

　

（第
四
面
）

（卜
〇
〇
）
×
］
ω
×
］
∞
　
ｏ
∞
μ

部
分
的
に
本
の
樹
皮
を
残
す
も
の
の
、
ほ
ぼ
四
角
形
に
面
取
り
し
、
四
角
柱

の
四
面
に
文
字
を
記
し
て
い
る
。
本
来
は
、
下
端
を
尖
ら
せ
単
独
で
立
て
ら
れ

て
い
た
杭
状
の
木
簡
を
、
上
下
を
逆
転
さ
せ
、
当
初
の
上
端
を
尖
ら
せ
て
杭
列
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籍

焔
鈍飴
飴
騨
蕪
．鋼

豫
離
鋒韓
輩
罐
攘
壽
勒

［
劇
∝
岬
購
朧
握
虻
騰
艤

（第
二
面
）

（第
四
面
）

（赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
写
真
）

（第

一
面
）

（第
二
面
）
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2001年出上の木簡

の
杭
の
一
本
と
し
て
再
利
用
し
て
い
た
。
本
来
の
上
端
が
下
に
な
っ
て
い
た
た

め
墨
書
部
分
が
よ
く
残

っ
て
い
る
。
墨
書
は
四
面
全
体
に
施
さ
れ
、
内
容
は
左

側
の
面
へ
と
続
い
て
い
く
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
初
出
の
古
代
木
簡
で
あ
る
。
Ｅ
口知
」
の
文
言
で
は
じ
ま
る
い
わ

ゆ
る
告
知
札
で
あ
る
が
、
板
状
で
は
な
く
棒
状
の
木
を
利
用
し
た
特
異
な
形
状

を
呈
す
る
。
内
容
に
よ
り
薩
摩
国
に
お
い
て
条
里
を
も
用
い
て
田
地
が
把
握
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
当
時
の
土
地
支
配
の
実
態
も
わ

か
り
、
加
え
て

「嘉
祥
三
年
」
（八
五
〇
）
と
い
う
年
紀
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

資
料
的
価
値
が
極
め
て
高
い
。
さ
ら
に
、
高
城
郡
の
大
領
が
薩
麻
公
で
あ
る
こ

と
よ
り
、
今
後
隼
人
支
配
の
評
価
を
め
ぐ
り
議
論
を
呼
ぶ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
的
価
値
か
ら
二
〇
〇
二
年
四
月
二
三
日
に
本
県
の
考
古
資
料
と
し

て
は
初
の
県
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
、
馬
場
基
、
綾
村

宏
、
吉
川
聡
の
各
氏
に
よ
り
、
中
村
明
蔵
、
柴
田
博
子
、
府
尾
達
哉
、
永
山
修

一
の
各
氏
な
ど
に
ご
指
導
を
受
け
た
。
木
簡
の
写
真
撮
影
は
奈
良
文
化
財
研
究

所
の
牛
嶋
茂
、
中
村

一
郎
両
氏
が
行
な
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「記
さ
れ
た
古
代
の
鹿
児
島
」
（『埋
文

だ
よ
り
』
一
一六
、
一
δ
Ｏ
一
年
）

川
口
雅
之

「一爪
田
遺
跡
調
査
槻
報
」
ｑ
平
成
一
三
年
度

鹿
児
島
県
考
古
学
会
研

究
発
表
要
旨
』
鹿
児
島
県
考
古
学
会
　
一
一〇
〇
一
年
）
　

　

（宮
田
栄
二
・
川
口
雅
之
）

直
木
孝
次
郎

・
鈴
木
重
治
編

『世
界
遺
産

平
城
宮
跡
を
考
え

る

―
考
古
学
・
歴
史
学

・
地
質
学

・
環
境
論
・
交
通
論
か
ら
１
』

二
〇
〇

一
年

一
一
月
に
、
木
簡
学
会
を
含
め
計

一
九
の
学
会

・
団
体
が

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
開
催
し
た

「高
速
道
路
計
画
で
危
機
を
避
え
た

世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
が
刊
行
さ
れ
た
。

内
容
は
以
下
の
通
り
。

平
城
宮
地
下
高
速
道
路
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
開
会
に
あ
た
っ
て
―

（甘
粕
健
）
、
古
代
史
研
究
と
平
城
木
簡

（佐
藤
宗
諄
）、
聖
武
天
皇
と
四

都

（小
笠
原
好
彦
）
、
平
城
宮
跡
と
ユ
ネ
ス
コ
。
世
界
遺
産
条
約

（野
口

英
雄
）
、
世
界
遺
産
古
都
奈
良
の
文
化
財
を
大
気
汚
染
か
ら
ま
も
る

（西

山
要

一
）
、
奈
良
市
内
の
ド
真
ん
中
に
超
高
速
道
路
が
必
要
か

（小
井
修

３
、
平
城
官
と
木
簡

（寺
崎
探
広
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「世

界
遺
産

。
平
城
宮
跡
の
保
全
と
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
の
一
つ
で
も
あ
る
平
城
京
を
守
る
会
が
二
〇

〇

一
年

一
〇
月
に
行
な
っ
た

「守
ろ
う
世
界
遺
産

。
平
城
宮
跡
の
集
い
」

の
記
録
、
及
び
今
回
の
平
城
宮
跡
保
存
に
向
け
て
の
活
動
の
記
録

（各
学

会

・
団
体
の
要
望
書

・
声
明
な
ど
、
及
び
年
表
）
を
併
載
し
て
い
る
。

四
六
判
並
製
三
六
八
頁
　
カ
ラ
ー
図
版
四
頁
　
図
表

・
写
真
一
〇
五
点

本
体
価
格
二
、
五
〇
〇
円
＋
税

帥
ケ
イ
・
ア
イ
・
メ
デ
ィ
ア
刊

〒
三
四
四
十
○
〇
六
七
　
埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
四
十
九
十
三
人

電
話
〇
四
人
十
七
六
〇
十
二
人
〇
八
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
人
十
七
六
〇
―
上
八
〇
九




